
［成果情報名］オウトウ・ブドウの凍霜害危険度予測モデルで容易に危険度が求められる

［要約］ オウトウ「佐藤錦」、及びブドウ「巨峰」について、低温処理温度と被害発生と

の関係に基づいて作成したロジスティック回帰モデルにより、凍霜害の発生危険度（ある気

温に1時間遭遇した場合、凍霜被害が発生する確率）を予測できる。
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-［背景・ねらい］

温暖化の影響と推定される発芽期、開花期の前進化により、落葉果樹では晩霜害が増加

傾向にあることから、効率的かつ効果的に晩霜害の発生を防止する技術開発が必要である。

本研究では、オウトウ、ブドウについて生育ステージ別の凍霜害危険度予測モデルを作成

する。

［成果の内容・特徴］

１．オウトウ「佐藤錦」、ブドウ「巨峰」について、発育ステージごとに、ほ場から採取し

た切り枝を用いて低温処理を行い、雌しべや胚珠部の褐変、幼果表面の障害発生の有無を

確認した結果、低温処理による被害率は、低温になるほど被害率は高まる傾向はあるもの

の、同一温度におけるばらつきが認められる（図１）。

２. 被害発生に基づいて作成したロジスティック回帰モデルにより、生育ステージ別の凍霜

害危険度（ある気温に１時間遭遇した場合、凍霜被害が発生する確率）を予測できる

（図２、表１、表２）。

［普及のための参考情報］

１．普及対象（普及指導員、営農指導員、果樹生産者、市町村防霜対策担当者等）

２．普及予定地域 福島県全域の果樹栽培地域

３．その他



［具体的データ］

図１ オウトウの切り枝の低温処理 図２ 適用したロジスティック回帰

における被害率 モデル（a=-1.86、b=-3.49）

注）図１および図２は、オウトウ「佐藤錦」の開花直前～満開期の例

表１ オウトウ「佐藤錦」の発育ステージ別凍霜害危険度予測モデル

発芽期 花蕾 花弁露出始期 開花直前 落花直後

露出期 ～花弁露出期 ～満開期

発育ステージ

凍霜害危険度予測モデル（回帰式）

偏回帰係数：a -1.07 -4.72 -3.52 -1.86 -2.66

定数項：b -4.62 -8.57 -6.03 -3.49 -3.09

10 ％ -2.3 ℃ -1.4 ℃ -1.1 ℃ -0.7 ℃ -0.4 ℃

凍霜害危険度 30 ％ -3.5 ℃ -1.7 ℃ -1.5 ℃ -1.5 ℃ -0.9 ℃

50 ％ -4.4 ℃ -1.9 ℃ -1.8 ℃ -1.9 ℃ -1.2 ℃

80 ％ -5.6 ℃ -2.2 ℃ -2.1 ℃ -2.7 ℃ -1.5 ℃

表２ ブドウ「巨峰」の生育ステージ別凍霜害危険度予測モデル

発芽期 １～３葉期 ３～６葉期

発育ステージ

凍霜害危険度予測モデル（回帰式）

偏回帰係数：a -0.67 -2.10 -2.31

定数項：b -3.93 -4.98 -5.62

10 ％ -2.6 ℃ -1.3 ℃ -1.5 ℃

凍霜害危険度 30 ％ -4.6 ℃ -2.0 ℃ -2.1 ℃

50 ％ -5.9 ℃ -2.4 ℃ -2.5 ℃

80 ％ -7.9 ℃ -3.1 ℃ -3.1 ℃

（斎藤祐一）
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